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市市川川市市文文学学ププララザザ企企画画展展  

いいちちかかわわのの詩詩歌歌（（ううたた））びびととたたちち  主主なな展展示示目目録録    第第２２版版（（後後期期版版））   

 

 

 

 

◆【秀逸作品色紙】 

増田駿一「天国のどこかで花火揚がるかな・・・」 （第一回短歌） 

高山茂「乙女という言葉は死語かガングロの・・・」（第一回短歌） 

毛塚静枝「山門に光悦の額天高し」（第一回俳句）  

望月晴美「古き世の木の香鉄の香農具市」（第一回俳句）  

木内紫幽「継橋へ四、五人立つと邪魔にされ」（第一回川柳）  

鹿島佐月「澄む液の少し残れる目薬を・・・」（第五回短歌）  

古山智子「満月の面にかすかな凹凸の・・・」（第五回短歌）  

岡島真理「荒行の清規目読秋気澄む」（第五回俳句）  

杉本光祥「鰯雲空突く構へ槍の句碑」（第五回俳句） 

矢吹久子「空蝉の掴みしままに常夜燈」（第五回川柳）  

矢吹勇「荒行の終えて静かな法華経寺」（第五回川柳）  

古山智子「キャンパスの下に国府がありしとは・・・」（第七回短歌）  

岡本ほのか「東山魁夷の森に紛れゆく・・・」（第七回短歌）  

河西俊一郎「露けしや埴輪の口に火の匂ひ」（第七回俳句）  

菅谷たけし「蔦茂る高塀将校倶楽部跡」（第七回俳句）  

松橋帆波「縄文のヒルズがあった国府台」（第七回川柳）  

小田中準一「幽霊に達磨が竦む徳願寺」（第七回川柳）   

石黒一郎「屋敷森の名残とどむる門辺には・・・」（第九回短歌）   

松平萌「大いちょう若葉もくもくもりあがり・・・」（第九回短歌）  

藤田博子「色変へぬ松や先師の声知らず」（第九回俳句）  

島村那智子「すっとあく分銅の窓小鳥来る」（第九回俳句）  

松井照子「鉄橋で覚めれば松の市川市」(第九回川柳) 

鈴木猛「市川に梨送り来る友がゐて」(第九回川柳) 

 

 

 

 

Ⅰ◆北原白秋 

北原白秋が紫烟草舎で使用した机、花瓶 市立市川歴史博物館蔵 

短冊「葛飾のふくら雀のこゑきけば涙こぶるる飯をたべたべ」亀井院蔵 

色紙「秋はほのかにねざめしてあはれと思ふ・・・」（複製） 

歌碑拓本「華やかにさびしき秋や千町田のほなみがすゑを群雀立つ」 

1970年（昭和45）建立 市川博物館友の会拓本部会蔵 

『白秋小品』1916年（大正5）阿蘭陀書店 

『雀の生活』1920年（大正9）新潮社 

『雀の卵』1921年（大正10）アルス 

『東京景物詩』1913年（大正2）東雲堂書店版の復刻 

          1985年（昭和60）ほるぷ 

『詩集邪宗門』1909年（明治42）易風社の復刻 

1974年（昭和49）日本近代文学館 

『赤い鳥』1918年（大正7）～1936年（昭和11）赤い鳥社の復刻  

1981年（昭和56）日本近代文学館 

『短歌研究』1942年（昭和17）12月号 改造社  北原白秋追悼特集 

Ⅱ◆江口章子 

『追分の心』1995年（平成７）短歌研究社 

Ⅲ◆吉植庄亮 

色紙「山川のふちを漬けみひれふりて 

あそべるあゆはひかりかととぶ」              

色紙「 かぎろひの春のゆうべのほのあかり 

恋ふるこゝろをたもちかねつゝ」 

『寂光』1921年（大正10）短歌研究会 

『歌集 くさはら』1928年（昭和3）橄欖社 

『百姓記』1946年（昭和21）大日本雄弁会講談社 小林一氏蔵 

Ⅳ◆吉井勇 

『天彦』1939年（昭和14）甲鳥書林  

『形影抄』1956年（昭和31）甲鳥書林 

 

 

２２  市市川川のの歌歌人人たたちち  １１  手手児児奈奈文文学学賞賞ででたたどどるる市市川川  

前前期期  22001111 年年((平平成成 2233))３３月月 1122 日日((土土))～～６６月月 2266 日日((日日))      前前期期・・後後期期でで一一部部展展示示替替ええししてていいまますす  

後後期期  22001111 年年（（平平成成 2233））７７月月２２日日（（土土））～～９９月月 2255 日日（（日日））    前前期期資資料料はは、、第第１１版版をを参参照照くくだだささいい 
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Ⅴ◆神作光一 

色紙「浴衣着て路地に集へる子供らを浮き立たせては消えゆく花火」 

神作光一氏寄贈 

色紙「書き進む原稿用紙に手の汗の幾度か滲む夜に入りても」 

神作光一氏寄贈 

Ⅵ◆高野公彦 

色紙「弘法寺の桜ちるなか吊鐘は音をたくはへしんかんとあり」 

高野公彦氏寄贈 

『水木』1984年（昭和59）短歌新聞社 

『水苑』2000年（平成12）砂子屋書房 

『渾円球』2003年（平成15）雁書館 

Ⅶ◆大島史洋 

色紙「卒塔婆鳴る夜の境内を吾は知る真間山弘法寺に 

ジャズは響きて」          大島史洋氏寄贈 

『炎樹』1981年（昭和56）蒼土舎 大島史洋氏寄贈 

『幽明』1998年（平成10）砂子屋書房 大島史洋氏寄贈 

Ⅷ◆日高堯子 

色紙「かつしかの真間の冬浦六、七羽の鷗がしろし海より来たり」 

日高堯子氏寄贈 

『睡蓮記』 2008年（平成20）短歌研究社 日高堯子氏寄贈 

Ⅸ◆松本千代二 

『駱駝の瘤』1962年（昭和37）短歌研究社 

『ゆうらしあ』1969年（昭和44）短歌新聞社 

Ⅹ◆西川日惠 

色紙「白秋の真間の小川と詠ひしは涙川ならむ蛍の飛びき」 

西川日恵氏寄贈 

色紙「真間の井の溢れ流るる涙川崖崩れにて今し影なく」 

西川日恵氏寄贈 

「飛鳥の里芸術大賞 西川日恵殿 盾」西川日恵氏蔵 

『風のごと』2007年（平成19）新風舎 西川日恵氏寄贈 

『美術の杜Vol.23』2010年（平成22）美術の杜出版 

XI◆山崎真言 

色紙「黄に染みて安房の国原もゆるとき菜花まつりぞ處女も燃ゆる」 

               田中玲子氏寄贈 

「三毛物語」自筆原稿 1995年（平成７）       山崎清彦氏寄贈 

「「山茶花」のはじめに」自筆原稿 1989年（平成元） 田中玲子氏寄贈 

『歌集 夜香花』1966年（昭和41）くぐひ社 山崎清彦氏寄贈 

 

『市民芸術講座 短歌・写真』テキスト 1979年（昭和54） 

市川市教育委員会 田中玲子氏寄贈 

 

『市川水曜短歌会 昭和五十九年度行事報告』1985年（昭和60） 

市川水曜短歌会 田中玲子氏寄贈 

XⅡ◆清水麻利子 

色紙「玉の井に通う荷風も吹かれしか江戸川鉄橋年越しの風」 
                           清水麻利子氏提供 

 

 

Ⅰ◆阪井久良伎 

「川柳維揚帖」1937年（昭和12） 吉田憲司氏寄贈 

「己卯 久良伎帖」1939年（昭和14） 吉田憲司氏寄贈 

短冊「蒋介石檀之浦とは成にけり」 吉田憲司氏寄贈 

『川柳久良伎全集』全６巻 1936（昭和11）～1937（昭和12） 

             同刊行会  

『改造』秋季特輯号1933年（昭和8）改造社  

阪井「川柳名句解」掲載  

Ⅱ◆吉田機司 

短冊「スカートの下は日本人の脚」 吉田憲司氏寄贈 

短冊「青春がふくらんでいる海水着」 吉田憲司氏寄贈 

短冊「日の下開山土俵の上の光やう」 吉田憲司氏寄贈 

「自然詩人と人生詩人」自筆原稿 吉田憲司氏寄贈 

草野心平「哀悼吉田機司君」自筆原稿 （『白玉楼』掲載）  

1965年（昭和40） 吉田憲司氏寄贈 

杉浦非水『白玉楼』装丁図版 1965年（昭和40） 吉田憲司氏寄贈 

軸 伊東弥恵治（東果甫）「祝 吉田博士」1936年（昭和11）  

吉田憲司氏寄贈 

写真「投網をする吉田機司」撮影年不明 吉田憲司氏寄贈 

写真「病院前での吉田機司」昭和10年頃 吉田憲司氏提供 

写真「市川真間の病院で執務する吉田機司」撮影年不明  

吉田憲司氏提供 

『いろは匂へど』1957年（昭和32）新潮社 吉田憲司氏寄贈 

『続 いろは匂へど』1966年（昭和41）私家版 吉田憲司氏寄贈 

吉田機司他『川柳の味ひ方と作り方』1947年（昭和22）川柳祭社 

 吉田憲司氏寄贈 

吉田機司編『現代川柳』1955年（昭和30）緑地社 吉田憲司氏寄贈 

『川柳新潮』第10号 吉田機司追悼号1965年（昭和40）川柳新潮社  

吉田憲司氏寄贈 

Ⅲ◆岡本公夫 

色紙「円空も泣いて彫ったか迷い道」  岡本公夫氏提供 

３３  市市川川のの川川柳柳作作家家たたちち  
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Ⅰ◆阿部筲人 

色紙「考へる事がひとりの凍て拳」太田律子氏寄贈 

短冊「うしろにも月光溢れをりしかな」太田律子氏寄贈 

短冊「冬構え心の構えとゝのはず」太田律子氏寄贈 

「季語集」自筆原稿 太田律子氏寄贈 

色紙 金田一京助「啄木 歌は我がかなしき玩具と読みすて  ゝ

いのちをかけしたたかひあはれ 京助」 太田律子氏蔵 

句碑建立資料（案内 リーフレット 記念品）   太田律子氏寄贈 

『戦前・戦後』1957年（昭和32） 好日俳句会 太田律子氏寄贈 

『俳句－四号目からの出発－』1967年（昭和42）文一出版 

 太田律子氏寄贈 

『好日』NO.186，200，201  1956年（昭和31）好日俳句会  

太田律子氏寄贈 

Ⅱ◆能村登四郎 

『咀嚼音』1954年（昭和29）近藤書店 能村研三氏蔵 

『定本 枯野の沖』1976年（昭和51）牧羊社 能村研三氏蔵 

『沖』創刊号1970年（昭和45）10月号 沖発行所 能村研三氏蔵 

Ⅲ◆林翔 

『和紙』1970年（昭和40） 竹頭社 

『光年』2004年（平成16） ふらんす堂 能村研三氏蔵 

Ⅳ◆伊藤白潮 

『余白』創刊号 1968年（昭和43）伊藤白潮 伊藤白潮旧蔵書 

『在家』1982年（昭和57）草韻新社 伊藤白潮旧蔵書 

『游』1984年（平成5） 角川書店 伊藤白潮旧蔵書 

Ⅴ◆黒田杏子 

色紙「柚子湯してあしたのあしたおもふかな」黒田杏子氏寄贈 

Ⅵ◆能村研三 

色紙「朧濃し一生一郷棲まひかも」 能村研三氏寄贈 

Ⅶ◆関口凡雪 

屏風「鴨場吟行会句寄せ屏風」1957年（昭和32） 関口博之氏寄贈 

写真「宮内庁新浜鴨場」1958年（昭和33）頃 

写真「宮内庁新浜鴨場」1966年（昭和41）～1968年（昭和43）頃 

 

 

Ⅰ◆草野心平 

『天』1951年（昭和26）新潮社 

『詩集 こわれたオルガン』1968年（昭和43年）昭森社 

Ⅱ◆福田律郎 

散文詩集『終と始』1957年（昭和32）現論社 

『細胞の指』1966年（昭和41）詩人会議 

『純粹詩』1946年（昭和21）10月号 純粹詩社 

Ⅲ◆鳴海英吉 

鳴海英吉全詩集編集委員会編『鳴海英吉全詩集』 

2002年（平成14）本多企画 

『定本ナホトカ集結地にて』1980年（昭和55）青磁社 

 

 

Ⅰ◆永井荷風 

色紙「めてたさは翁に似たるあこの髭角も羊はまろくをさめて」 

1931年（昭和6） 永井永光氏提供 

パネル「断腸亭日乗 昭和21年４月22日」条 原資料永井永光氏蔵 

パネル「手帖 昭和24年12月暮」条 原資料永井永光氏蔵 

『葛飾土産』1950年（昭和25）中央公論社 

谷崎潤一郎『都わすれの記』1948年（昭和23）創元社 永井永光氏蔵 

Ⅱ◆幸田露伴 

『評釈芭蕉七部集』1944年（昭和19）～1951年（昭和26）岩波書店 

Ⅲ◆郭沫若 

詩碑拓本「別須和田」1967年（昭和42）建立  

市川博物館友の会拓本部会 

 

 

『泣き虫なまいき石川啄木』台本 1986年（昭和61）6月 こまつ座  

『the座 第７号』1986年（昭和61）6月 こまつ座  

「泣き虫なまいき石川啄木」チラシ 2001年（平成13）3月 こまつ座 

「泣き虫なまいき石川啄木」関連新聞記事（複製） 

石川啄木『啄木全集』第一～五巻1953年（昭和28）9～12月 岩波書店 

４４  市市川川のの俳俳人人たたちち  

６ 市川の文人と詩歌 

 

７ 井井上上ひひささししののつつづづっったた石石川川啄啄木木とと短短歌歌 

５５  市市川川のの詩詩人人たたちち  



‐4‐ 

久保田正文『石川啄木詩歌集』1968年（昭和43）１月 金園社  

久保田正文『新編 啄木歌集』1993年（平成5）5月 岩波書店  

『石川啄木詩集 あこがれ』1999年（平成11）1月 角川書店 

吉田孤羊『啄木寫眞帖』1952年（昭和27）8月 乾元社  

『太陽』№２１１ 1980年（昭和55）8月 乾元社  

近藤典彦『国家を撃つ者』1989年（平成元）5月 同時代社  

高井有一他『群像日本の作家７ 石川啄木』1991年（平成3）9月  

小学館  

『近代文学鑑賞講座 第八巻 石川啄木』1960年（昭和35）4月  

岩波書店  

以上の資料は、山形県川西町遅筆堂文庫蔵 

「泣き虫なまいき石川啄木」チラシ 1986年（昭和61）6月  

こまつ座第七回公演 こまつ座蔵 

『泣き虫なまいき石川啄木』台本 2001年（平成13）3月 こまつ座  

市川市文化振興財団蔵 

『the座 第45号』2001年（平成13）3月 こまつ座  

市川市文化振興財団蔵 

『泣き虫なまいき石川啄木』 1986年（昭和61）新潮社 

『にっぽん博物誌』1983年（昭和58）朝日新聞社 

『吉里吉里人』1981年（昭和56）新潮社 

 

 

書 「月」 

書 「土」  

「後記」 自筆原稿 1989年（平成元） 

（『歴程』363号 1989年6-7月号掲載） 

「未来を祭れ１ 裏方」自筆原稿  1998年（平成１０） 掲載誌未詳 

「第 2 回 歴程フェスティバル「未来を祭れ」プログラム」1959 年（昭和

34）6月  

『新刊ニュース』1978年（昭和53）5月号 記事切抜 

「宗左近×草野心平対談「草野心平”詩の世界”」」 

『芸術家まんだら』1975年（昭和50） 読売新聞社  

『悲しみさえも星となる』1994年（平成6） 東京四季出版  

『柳河版 白秋小唄集』1969年（昭和44） 北原白秋生家保存会 

『柳河版 思い出』1979年（昭和45） 御花 

『北原白秋 日本近代文学大系28』1979年（昭和45） 角川書店 

『北原白秋 日本詩人全集７』1967年（昭和42） 新潮社 

宗左近編『草野心平詩集』1978年（昭和53） 旺文社   

『草野心平全集』全１6巻のうち 1978年（昭和53）～1984年 筑摩書房  

草野心平『わが賢治』1970年（昭和45） 二玄社  

『歴程』1957年（昭和32）2月号 緑書房  

神作光一『歌集 未来都市』2002年（平成14） 短歌新聞社 

神作光一『歌集 秋の信濃路』2002年（平成14）短歌新聞社 

神作光一『風に鳴る絵馬』2002年（平成14）短歌新聞社  

大島史洋『定型の力』1993年（平成5）砂子屋書房  

その他北原白秋関連蔵書 

その他草野心平関連蔵書 

その他短歌関連蔵書 

以上の資料は、文学プラザ宗左近コレクション蔵 

 

 

小島貞二『千葉笑い』1988年（昭和63）恒文社 

有遊会『感字在菩薩笑事典』2003年（平成15）永林寺 

久保田万太郎『流寓抄以後』1963年（昭和38）文藝春秋社 

中川道弘『川柳 古書まみれ』1993年（平成5）古書上野文庫 

北原白秋『添削実例 鑕』1946年（昭和21）アルス 

吉井勇『定本 吉井勇歌集』1943年（昭和18）養徳社 

『川柳しなの』1954～55年（昭和29～30）しなの川柳社 

『現代どどいつ』1982～84年（昭和57～59）中道風迅堂 

以上の資料は、文学プラザ小島貞二コレクション蔵 

 

８ 宗宗左左近近ココレレククシショョンン 

 

９ 小小島島貞貞二二ココレレククシショョンン 

 

展示点数      合計   約３０６点 

市川の文人関連      約１７５点    

井上ひさし関連       約 ５０点 

水木洋子関連        約 ５１点 

手児奈文学賞関連    約  ３０点 

水木資料の詳細は、別に「水木洋子と詩歌出品目録」あり 

その他 閲覧用図書・ファイル多数 
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